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研究成果の概要 

 

本研究では、ケイ素化学工業およびリン化学工業において再生可能な二次資源として注目されるク

ロロシラン類およびリン酸を、高付加価値化合物へと変換する、アップサイクル物質変換手法の確立を

目指す。これまでの予備検討により、四座 PNNP配位子に支持された鉄(0)錯体 1 がクロロシランへ効率

よく電子供与することで Si-Cl 結合切断に有用であることを見出している。2023 年度は、錯体 1 と等

電子構造となる PNNP を支持配位子とするコバルト(I)錯体 2 を用いたクロロシラン類の活性化に取り

組んだ。錯体 2 は、d軌道を介して基質に速やかに電子供与を行うと同時に、配位子後方を用いた金属

－配位子協働効果を利用して水素活性化が可能となる。以上を利用することで、クロロシラン類の水素

化分解が進行するものと期待した。錯体 2 と種々のクロロシラン類の反応を水素雰囲気下で検討する

と、トレース量のヒドロシランの生成が確認された。反応効率の向上を目指し、反応温度、時間、水素

圧を検討したものの、ヒドロシランの収率向上には至らなかった。本手法の有効性を確認する目的で、

モデル基質としてエステル類を選択し、これの水素化分解を検討した。すると、錯体 2 を触媒として、

水素 1気圧存在下において、種々のエステル類の水素化分解が進行することを見出した。反応機構解析

から、目論見通りエステルへの電子供与を重要素過程とする機構で反応が進行することを明らかにし

た。以上の結果から、安定なクロロシラン類の水素化分解に向けては、さらに電子供与能の高い錯体反

応場の構築が重要であることが示唆された。 

得られた成果は、英国化学会誌 Chemical Communicationsに発表し、同雑誌のバックカバーとして紹

介されるに至った。 
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